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含：

アプリケーション例

データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

データシート

HEADlab システムで自律的にリモート操作で測定を行う為の
スタンドアローン録音 (SAR) ソフトウエアとアクセサリー搭載の堅牢かつ高性能の産業用 PC 



概要
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labSAR I は測定にかかる時間に拘わらずHEADlab 
システムをスタンドアローンまたはリモート制御
で利用することが可能です。

labSAR I のベースは堅牢かつノイズレスの産業用 PC 
labSAR I.1 です。1台以上の labCTRL II.1 コントローラ、
入力モジュールと簡単にセキュアに接続でき、スタ
ンドアローン自動測定が可能な HEADlab システムを
構築できます。また、スマートホン、タブレット、
PC を介して手動でリモート操作も可能です。

チャンネル数とストレージ容量によりますが、
labSAR I.1 はテストベンチ、自動品質テスト、実車や
フライトテスト、騒音環境保護の為のモニタリング
等、スタンドアローンで長時間に亘る連続測定を切
れ目なく行うことが可能です。

主なフィーチャー

アプリケーション

labSAR I.1

➢ 保護された Windows IoT オペレーティングシステム
➢ 1台以上の labCTRL II.1 コントローラーや入力モジュー

ルの LAN または USB 接続
➢ HEADlink または PTP による複数コントローラの高精度

同期
➢ ナビゲーション衛星システムによる複数 HEADlab シス

テムの同期
➢ トリガー機能や電源スイッチオンによるスタンドア

ローン測定開始
➢ スマートホン、タブレットまたは PC による WLANマ

ニュアルリモート操作

工場搭載 WEB インターフェイス (SAR ソフトウエア)

➢ ネットワーク / WEB インターフェイスを用いた
スマートホン、タブレットまたは PC による操作

➢ ユーザーフレンドリーなレコーダー
➢ 複数の異なる測定業務の為のプリセット
➢ センサーライブラリー、トリガー、文書テンプレート

等を ArtemiS SUITE からインポート
➢ バックアップ等の為のマルチクライアントアプリケー

ション

オプション（アクセサリー）

➢ PTP 同期の為の LAN スイッチ
➢ 追加ストレージデバイスとしての拡張 SSD

スタンドアローンとリモート制御による大量のデータ
測定

➢ テストベンチ
➢ 品質テスト
➢ 長時間モニタリング
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詳細
測定
labSAR I.1は、工場出荷時に保護されたオペレーティングシステムWindows 10 IoTが搭載されています。最大
4 台の labCTRL II.1 をUSB接続可能ですが、HEADlink による追加の同期が必要です。ネットワークの容量に
よりますが、4台以上のコントローラはLAN接続します。labCTRL II.1は、USBとLANを両方利用した構成も可
能です。コントローラ1台で最大10台の入力モジュールを実装可能です。

電源を入れると、labSAR I.1はコントローラとの接続を自動で確立し、すべての入力モジュールを識別します。
(Auto Connect)

スタンドアローン

トリガー機能を用いて簡単にスタンドアローン測定が
可能です。トリガーは ArtemiS SUITE で設定します。

電源オンによる測定開始も可能です。電源が入るとす
ぐに labSAR I.1 が自動で IoT オペレーティングシステ
ムを起動し測定を開始します。電源がオフになるとオ
ペレーティングシステムは安全にシャットダウンしま
す。

録音が途中で中断されても labSAR I.1 は新たに測定を
開始します。
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リモート制御

スマートホン、タブレット、
PC からWLANを介して
labSAR システムをリモー
ト制御可能です。labSAR 
I.1 は独自のウェブサイト
アドレスがあり、これを用
いてインターネット接続
(WEB ブラウザー) を介し
てシステム全体の設定と制
御を簡単に行うことができ
ます。

高精度同期

複数のコントローラをHEADlinkを介して互いに
接続し(最長 60 m まで可能）高精度同期がされ
ます。さらに距離を延ばす場合は LAN 接続を用
います。その場合はPTP (Precision Time 
Protocol) により同期が行われます。
labCTRL II.1 コントローラーはナビゲーション衛
星システムの為の内蔵レシーバーを介して互いに
ワイヤレスで同期がされます。

マルチクライアント

マルチクライアント測定は (labCTRL II.1 / 
ファームウエア 1.2 を用いて）他の PC と
ArtemiS SUITE の Recorder または labSAR を用
いてモニタリングやバックアップを行うことがで
きます。
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WEB インターフェイス
クリアに構成されたウェブインターフェースが、labSAR I.1 が接続された HEADlab システムの設定と制御に
用いられます。それぞれのlabSAR I.1は、スマートフォン、タブレット、またはPCから簡単にアクセスできる
個別のWebアドレスを使用します。ユーザは、labSAR I.1、labCTRL II.1コントローラ、入力モジュール、お
よび個々のチャンネルをわずか数ステップで個別に設定し、すぐに測定を開始することができます。

チャンネルリスト / フロントエンド

Auto Connectにより、labSAR I.1は接続されたコント
ローラ、入力モジュール、センサを自動で識別し、
チャンネルリストに個々のチャンネルを明確に表示し
ます。システムのサンプリングレート、帯域幅等を迅
速かつクリアに調整します。

フロントエンドの設定で、HEADlab システムを
labSAR I.1 の電源投入後すぐに測定を開始し、中断さ
れた場合、自動的に再起動するようにカスタマイズす
ることができます。

レコーダー / プリセット

ArtemiS SUITEの実証済みの機能を利用し、labSARシ
ステムを素早くセットアップできます。ユーザーは、
ArtemiS SUITEでセンサーとレコーダーの設定を行い、
それをWebインターフェイスを介してローディングし、
プリセットとして保存できます。これによりシステム
のセットアップを非常に効率的かつ柔軟に行うことが
できます。プリセットは最大10まで利用でき、複数設
定されたプリセットから任意に選択するだけですぐに
測定を開始できます。測定中は、すべてのチャンネル
の過負荷表示とバーグラフが利用可能です。

トリガー / ユーザー文書

トリガーと文書とテンプレートは、ArtemiS SUITEで
設定し、Webインターフェイスを介してローディング
し、プリセットとして保存できます。これにより、例
えば、トリガを使用して操作手順を経ずに測定を実行
したり、測定ごとにユーザー文書を自動で添付できま
す。

ファイルブラウザー/ ストレージデバイス

ファイルブラウザを使用して測定ファイルにアクセス
すると非常に便利です。Windowsファイルエクスプ
ローラーを介して、ドラッグ＆ドロップを使用して
ファイルを他のPCやストレージメディアに転送するこ
ともできます。labSAR I.1は、1 TBのメモリを内蔵して
います。追加のストレージとして、1TBのSSD-1または
2TBのSSD-2を labSSD I を介して利用できます。
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アクセサリー
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電源アダプター

電源ボックス

電源ボックス電源供給

ケーブル

LAN スイッチ

ストレージメディア

固定具

モジュール間接続
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お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

(産業用 PC / Web インターフェイス)

技術データ

納品アイテム

(LANスイッチ)

PC とレコーダソフトウエアで構成されるHEADlab スタンドアローン録音モジュール

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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